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欠席者数 欠席率 合格者数 辞退者数 入学者数
法 学 部 10 21 2.1 17 8 0.8 9 52.9 4 0 4
経 済 学 部 10 22 2.2 16 5 0.5 11 68.8 5 0 5
※受験者数・欠席率は最終教科時における数字である。
人人人人人人人人（以内） %















総 合 人 間 学 部 115 518 4.5 404 398 3.5 6 1.5 119 0 0 119
前期
文 系 62 283 4.6 217 215 3.5 2 0.9 65 0 0 65
理 系 53 235 4.4 187 183 3.5 4 2.1 54 0 0 54
文 学 部 前期 213 614 2.9 614 600 2.8 14 2.3 216 0 0 216
教 育 学 部 55 183 3.3 183 178 3.2 5 2.7 57 0 0 57
前期
文 系 45 144 3.2 144 142 3.2 2 1.4 47 0 0 47
理 系 10 39 3.9 39 36 3.6 3 7.7 10 0 0 10
法 学 部 前期 300 821 2.7 821 805 2.7 16 1.9 312 0 0 312
経 済 学 部 205 610 3.0 610 592 2.9 18 3.0 215 0 0 215
前期
文 系 180 478 2.7 478 464 2.6 14 2.9 190 0 0 190
理 系 25 132 5.3 132 128 5.1 4 3.0 25 0 0 25
理 学 部 前期 306 845 2.8 832 829 2.7 3 0.4 310 0 0 310
医 学 部 前期 244 621 2.5 605 590 2.4 15 2.5 260 9 2 253
医 学 科 前期 106 330 3.1 314 311 2.9 3 1.0 112 1 0 111
人間健康科学科 前期 138 291 2.1 291 279 2.0 12 4.1 148 8 2 142
看護学専攻 前期 69 137 2.0 137 134 1.9 3 2.2 73 6 2 69
検査技術科学専攻 前期 37 87 2.4 87 85 2.3 2 2.3 39 0 0 39
理学療法学専攻 前期 16 41 2.6 41 37 2.3 4 9.8 18 0 0 18
作業療法学専攻 前期 16 26 1.6 26 23 1.4 3 11.5 18 2 0 16
薬 学 部 前期 80 218 2.7 218 208 2.6 10 4.6 84 0 0 84
薬 科 学 科 前期 50 132 2.6 132 129 2.6 3 2.3 53 0 0 53
薬 学 科 前期 30 86 2.9 86 79 2.6 7 8.1 31 0 0 31
工 学 部 前期 951 2,732 2.9 2,731 2,688 2.8 43 1.6 945 4 0 941
地球工学科 前期 185 342 1.8 342 － － － － 173 1 0 172
建 築 学 科 前期 80 312 3.9 312 － － － － 81 0 0 81
物理工学科 前期 235 822 3.5 822 － － － － 236 1 0 235
電気電子工学科 前期 127 359 2.8 359 － － － － 128 1 0 127
情 報 学 科 前期 89 339 3.8 339 － － － － 90 0 0 90
工業化学科 前期 235 558 2.4 557 － － － － 237 1 0 236
農 学 部 前期 297 867 2.9 867 858 2.9 9 1.0 310 0 0 310
資源生物科学科 前期 94 － － － － － － － 96 0 0 96
応用生命科学科 前期 47 － － － － － － － 49 0 0 49
地域環境工学科 前期 37 － － － － － － － 40 0 0 40
食料・環境経済学科 前期 29 － － － － － － － 31 0 0 31
森林科学科 前期 57 － － － － － － － 59 0 0 59
食品生物科学科 前期 33 － － － － － － － 35 0 0 35
計 2,766 8,029 2.9 7,885 7,746 2.8 139 1.8 2,828 13 2 2,817
※工学部の学科別志願者数および第１段階選抜合格者数は，第１志望学科の数を示す。
※工学部地球工学科の入学者は，外国人留学生を対象とした国際コースの入学者13人を除く。
















総 合 人 間 学 部 5 29 5.8 29 29 0 － 5 0 5
文 学 部 10 40 4 9 9 0 － 7 0 7
教 育 学 部 6 25 4.2 12 12 0 7 5 0 5
法 　 　 学 　 　 部（ 後 期 日 程 ） 20 324 16.2 324 130 194 － 22 1 21
経 済 学 部 25 77 3.1 61 60 1 － 25 0 25
理 学 部 5 59 11.8 59 59 0 5 5 0 5
医 学 部
医 学 科 5 5 1 5 5 0 － 1 0 1
人 間 健 康
科 学 科
看 護 学 専 攻 10 13 1.3 13 13 0 10 1 0 1
理学療法学専攻 3 7 2.3 7 6 1 4 2 0 2
作業療法学専攻 3 2 0.7 2 2 0 2 2 0 2
薬 学 部 薬 科 学 科 3 2 0.7 2 2 0 2 0 0 0
工 学 部
地 球 工 学 科 3 0 － － － － － 0 0 0
電 気 電 子 工 学 科 5 12 2.4 － － － － 3 0 3
情 報 学 科 2 1 0.5 1 1 0 1 1 0 1
工 業 化 学 科 若干 0 － － － － － 0 0 0
農 学 部 食料・環境経済学科 3 20 6.7 10 10 0 － 3 0 3
計 108 616 5.7 534 338 196 31 82 1 81


























































































































































































































































































このたび，森　和俊 理学研究科教授が日本学士院賞・恩賜賞を，西田栄介 生命科学研究科教授，北川　進 
物質－細胞統合システム拠点長，河内良弘 名誉教授が日本学士院賞を受賞された。授賞式は，６月に日本学
士院で行われる予定である。以下に各氏の略歴，業績等を紹介する。
森　和俊教授は，昭和58年京
都大学大学院薬学研究科修士課
程修了，昭和60年同大学大学院
薬学研究科博士課程退学，同年
岐阜薬科大学助手として採用，
同62年薬学博士（京都大学）の学
位を授与され，その後，平成元年米国テキサス大学
博士研究員，同５年株式会社エイチ・エス・ピー研
究所副主任研究員，同８年同研究所主任研究員，同
11年京都大学大学院生命科学研究科助教授を経て，
同15年に同大学大学院理学研究科教授に就任し現在
に至っている。
今回の日本学士院賞の受賞題目は「小胞体ストレ
ス応答の発見と解明」である。森教授はホルモンや
その受容体などのタンパク質が高次構造（立体的な
形）を形成する場である細胞内小器官「小胞体」の恒
常性がどのように維持されるか，その仕組み（小胞
体ストレス応答の分子機構）を解明した。まず出芽
酵母を用いて，小胞体ストレスを感知するセンサー
分子IRE1と，その情報を伝える転写因子HAC1を同
定し，HAC1 mRNA前駆体がIRE1からの情報をう
けてスプライシングによりHAC1が産生されるとい
う全く新奇な機構によってIRE1とHAC1の間がつな
がれていることを見いだした。次に哺乳動物小胞体
ストレス応答の分子機構を解析し，酵母のIRE1-
HAC1経路がIRE1-XBP1経路として保存されている
上に，ATF6 経路という酵母にはないシグナル伝
達経路が存在することを明らかにした。さらに，
ATF6経路がマウスとメダカの初期発生過程におい
て必須の役割を果たしていることを証明した。森教
授の研究は，小胞体ストレスが関与していると考え
られている糖尿病，アルツハイマー病，パーキンソ
ン病などの様々な疾患の発症機構の解明，予防や治
療に道を開くものである。
なお，森教授の卓越した業績に対し，これまでも
平成17年第４回ワイリー賞，同21年カナダガード
ナー国際賞，同22年紫綬褒章，同26年ショウ賞，ア
ルバート・ラスカー基礎医学研究賞，同27年トムソ
ン・ロイター引用栄誉賞など，多数の賞が授与され
ている。
 （大学院理学研究科）
西田栄介教授は，昭和51年東
京大学理学部を卒業後，同大学
大学院理学系研究科に進学，同
56年理学博士の学位を授与され
た。昭和56年４月日本学術振興
会奨励研究員，同年６月東京大
学理学部助手，平成５年京都大学ウイルス研究所教
授，同９年同大学大学院理学研究科教授を経て，同
11年同大学大学院生命科学研究科教授に就任し，同
17年４月から同21年３月まで生命科学研究科長を務
められ，現在に至っている。
今回の日本学士院賞の受賞題目は「MAPキナーゼ
並びに関連シグナル伝達経路の分子機構と機能の解
明」である。
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北川　進 教授は，昭和49年
京都大学工学部を卒業，同51年
同大学大学院工学研究科修士課
程を修了し，同博士課程に進学，
同54年に京都大学工学博士の学
位を授与された。昭和54年４月
近畿大学理工学部助手に採用され，同58年４月同講
師，同63年４月同助教授，平成４年４月東京都立大
学理学部教授を経て，同10年６月京都大学大学院工
学研究科教授に就任，同19年10月からは物質－細胞
統合システム拠点教授となり副拠点長を併任，同25
年１月からは拠点長に就任し，現在に至っている。
今回の日本学士院賞の受賞題目は「多孔性金属錯
体の創製と応用に関する研究」であり，北川教授は，
金属イオンと有機分子の結合を利用することで，ナ
ノメートルサイズの規則的な孔を無数に有する多孔
性金属錯体材料の合成および機能の開発に関する研
究を行った。多孔性金属錯体材料は，有機分子と無
機イオンの素子の設計と配位結合を制御するだけで
簡便に合成でき，細孔の空間構造，形状，機能をナ
ノレベルで自在に精密制御できる材料として認めら
れている。北川教授は独自の多孔性構造の設計指針
にもとづき，既存の多孔性材料の性能を凌駕する環
境，エネルギー，バイオ課題にかかわる気体分子を
低エネルギーで分離，貯蔵する多孔性金属錯体材料
を発明した。この業績は無機・錯体化学はもとより，
今日の諸問題（エネルギー，環境，生命）に対し，化
学が解決するために取り組むべき新領域の開拓に貢
献し，国際的に高く評価されている。
北川教授の卓越した業績に対し，これまでも平成
20年フンボルト賞，同22年トムソン・ロイター引用
栄誉賞，同23年紫綬褒章，同25年英国王立化学会ド・
ジェンヌ賞など，多数の賞が授与されている。
 （物質－細胞統合システム拠点）
西田教授は細胞の増殖や分化を制御するタンパク
質リン酸化酵素，MAPキナーゼを発見し，その作
用機構，生理作用を明らかにした。
細胞の増殖や分化は，増殖因子，分化因子によっ
て制御されている。すなわち，増殖因子や分化因子
の刺激が細胞膜上の受容体を介して核に伝わり，遺
伝子発現を介して細胞の運命が決定される。西田教
授は，生化学，分子生物学，細胞生物学のテクニッ
クを駆使して，細胞膜から核へのシグナル伝達経路
を解析，この経路を担う酵素，MAPキナーゼを同
定した。そして，そのMAPキナーゼの活性化機構，
作用機構の解析からタンパク質キナーゼの連鎖反応
（カスケード）の存在を見出し，MAPキナーゼ活性
化の分子機構を明らかにした。ついで，MAPキナー
ゼの生理作用を解析し，MAPキナーゼによるタン
パク質リン酸化が卵母細胞の成熟過程，胚発生にお
ける中胚葉の誘導や，動物の寿命の決定に関与して
いることを見いだした。
西田教授の卓越した業績に対し，これまでにも平
成13年度には日産科学賞，同14年度井上学術賞，同
15年度大阪科学賞，同21年度上原賞，同22年度に紫
綬褒章および武田医学賞が授与されている。
 （大学院生命科学研究科）
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河内良弘名誉教授は，昭和29
年，京都大学文学部史学科東洋
史学専攻を卒業，同34年，同大
学院博士後期課程を単位取得退
学された。昭和31年天理大学助
手，同35年同大学講師，同43年
同大学助教授，同48年同大学教授，同59年京都大学
博士（文学）（学位論文は平成４年に『明代女真史の
研究』として公刊）となられ，同60年京都大学文学部
教授を経て平成４年に定年退官され，京都大学名誉
教授の称号を授与された。後に天理大学教授，平成
11年同大学退職，天理大学名誉教授の称号を授与さ
れた。
今回の学士院賞の研究題目は「滿洲語辞典」，すな
わち『滿洲語辞典』（松香堂書店，平成26年）の編纂に
よる受賞である。滿洲人はマンチュリア（今日の中
国東北部およびロシア領沿海州・アムール州）を原
住地とするツングース系の民族である。17世紀に民
族名を女真から滿洲に改め，滿洲文字を作成した。
滿洲語は滿洲文字によって記述される言語である。
清朝を建国した滿洲人は，中国本土さらにはモンゴ
ル・チベット・東トルキスタンを支配下に収めた。
滿洲語は清朝の第一公用語で，官文書はまずは滿洲
語で記され，それから漢語に訳された。近年では「滿
文檔案」とよばれる滿洲語の官文書が第一級の研究
史料として使われるようになっている。滿洲語の辞
典としては，羽田亨（京都帝国大学第12代総長）主編
『滿和辞典』（昭和12年）があったが，史料読解には不
十分なものであった。河内名誉教授は，本田道夫 
香川大学経済学部教授の協力を得て滿洲文字フォン
トと「滿洲文字入力・編集・印刷システム」を開発し，
用例の出典となる史料も，中国第一歴史檔案館にお
いて御自身で収集された。こうして二十数年の歳月
をかけて完成したのが収録語彙数４万語の『滿洲語
辞典』である。語学の習得には辞典・文法書・読本
が「三種の神器」とされるが，河内名誉教授は，『滿
洲語辞典』に先立ち，文法書として『滿洲語文語文典』
（平成８年。平成14年に『滿洲語文語入門』として改
訂）を主編，読本として『内國史院滿文檔案訳註』（平
成22年）を公刊されている。これら一連の業績は世
界の滿洲学さらには東洋史学の発展に寄与をする偉
業といえる。
 （大学院文学研究科）
話題
舞鶴水産実験所 海洋教育研究船「緑洋丸」のお披露目式を実施
３月10日（木），フィールド科学教育研究センター
舞鶴水産実験所において，新しい海洋教育研究船「緑
洋丸」のお披露目式を実施した。旧「緑洋丸」は平成
２年に完成し，25年以上にわたり本実験所の教育研
究活動を支えてきたが，近年は老朽化が進み，代船
の建造が待ち望まれていた。平成27年末に機能性と
安全性を高めた新「緑洋丸」が完成し，試験航海を経
て学内外の方々にお披露目する運びとなった。
お披露目式には近隣する関係機関の方々をお招き
し，山極壽一 総長と清木孝悦 理事をはじめとする
学内の関係者，舞鶴水産実験所の教職員など合計約
50人が参加した。来賓者はまず，標本庫や飼育棟な
どの施設を見学し，新「緑洋丸」の航海機器や調査機
器の説明を受けた。さらに，希望者は新「緑洋丸」に
試乗し，環境観測や動物プランクトン採集，底生動
物採集などのデモンストレーションを見学した。風
が強まるときもあったが，雨が降ることはなく，試
乗者は調査風景を興味深く観察していた。
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学術情報メディアセンターの二つの計算機が「情報処理技術遺産」に認定
３月10日（木），学術情報メディアセンターに関係
する二つの計算機が，一般社団法人情報処理学会の
「情報処理技術遺産」に認定された。情報処理技術遺
産は，我が国のコンピュータ技術発達史上の貴重な
研究開発成果や国民生活・経済・社会・文化などに
顕著な影響を与えたコンピュータ技術や製品が認定
対象とされる。
今回認定されたKDC-1論理パッケージは，昭和35
年に当時大学院生であった矢島脩三 名誉教授が中
心となり日立製作所と共同で開発した，日本の大学
における最初のトランジスタ計算機である。昭和36
年１月に国内大学初の計算センターである「電子計
算機室」が発足し，約15年間共同利用された。この
情報処理教育の全学サービスの重要性は高く認識さ
れ，その後，情報処理教育センター，総合情報メディ
アセンター，学術情報メディアセンターと発展的に
継承されている。
今回認定されたもう一つのTTL論理回路カード
（FACOM 230-60搭載）は，昭和43年に富士通で開発
され，マルチプロセッサシステムとして世界に先駆
けICを全面採用したFACOM 230-60の構成部品で
ある。その１号機は昭和44年の本学の大型計算機セ
ンター開設時に運用開始された。これは，大型計算
機センターおよびその後の学術情報メディアセン
ターのスーパーコンピュータシステムの原点という
べきシステムである。
KDC-1論理パッケージは，矢島教授が退官後に大
学文書館に寄贈し，保管されていたが，このたびの
技術遺産認定を受けて，学術情報メディアセンター
北館３階の資料室で，FACOM 230-60のTTL論理
回路カードなどとあわせて展示されることになった。
 （学術情報メディアセンター）
式典では，吉岡崇仁 フィールド科学教育研究セ
ンター長が挨拶し，舞鶴市長からの祝電を披露した
後，新「緑洋丸」を建造いただいた小南昭典 ニシエフ
小浜工場長に感謝状を贈呈した。最後に，山下　洋 
フィールド科学教育研究センター教授が閉会の辞を
述べ，お披露目式が無事終了した。
 （フィールド科学教育研究センター）
（左）KDC－１論理パッケージ
（右）FACOM ２３０－６０搭載TTL論理回路カード
緑洋丸の試乗集合写真
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